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(57)【要約】
【課題】偏光層とフォトクロミック層とを兼ね備え、かつ耐久性に優れる眼鏡レンズを提
供すること。
【解決手段】レンズ基材の少なくとも一方の面側に、二色性色素を含有する偏光層と、フ
ォトクロミック色素を含有するフォトクロミック層と、を有し、かつ、偏光層とフォトク
ロミック層とを中間層を介して有する眼鏡レンズ。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
レンズ基材の少なくとも一方の面側に、
二色性色素を含有する偏光層と、
フォトクロミック色素を含有するフォトクロミック層と、
を有し、かつ、
偏光層とフォトクロミック層とを中間層を介して有する眼鏡レンズ。
【請求項２】
中間層は、水系樹脂層である請求項１に記載の眼鏡レンズ。
【請求項３】
水系樹脂層は、水系ポリウレタン樹脂層である請求項２に記載の眼鏡レンズ。
【請求項４】
レンズ基材上に、該レンズ基材側から、偏光層、中間層、およびフォトクロミック層をこ
の順に有する請求項１～３のいずれか１項に記載の眼鏡レンズ。
【請求項５】
機能性層を、中間層とは反対側のフォトクロミック層上に更に有する請求項４に記載の眼
鏡レンズ。
【請求項６】
レンズ基材と偏光層との間に、ケイ素酸化物を含む配列層を更に有する請求項４または５
に記載の眼鏡レンズ。
【請求項７】
フォトクロミック層および機能性層の少なくとも一方に、ピペリジン環含有化合物を含む
請求項５または６に記載の眼鏡レンズ。
【請求項８】
ピペリジン環含有化合物はヒンダードアミンである請求項７に記載の眼鏡レンズ。
【請求項９】
偏光層は、中間層側の表面がシランカップリング剤処理が施された表面である請求項１～
８のいずれか１項に記載の眼鏡レンズ。
【請求項１０】
シランカップリング剤処理は、エポキシシラン処理およびアミノシラン処理からなる群か
ら選ばれる少なくとも１つの処理である請求項９に記載の眼鏡レンズ。
【請求項１１】
レンズ基材の少なくとも一方の面は、凸面である請求項１～１０のいずれか１項に記載の
眼鏡レンズ。
【請求項１２】
請求項１～１１のいずれか１項に記載の眼鏡レンズと、該眼鏡レンズを取り付けたフレー
ムと、を有する眼鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、眼鏡レンズ、およびこの眼鏡レンズを備えた眼鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　レンズ基材上に二色性色素を含有する偏光層を設けることが、例えば特許文献１に開示
されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－２５６８９５号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記のように偏光層を設けて眼鏡レンズを作製することにより、二色性色素の偏光性を
利用して眼鏡レンズに防眩性を付与することができる。そして、かかる眼鏡レンズを備え
た眼鏡によれば、眼鏡装用者が感じる眩しさを低減することができる。
【０００５】
　一方、特許文献１の段落００４４には、特許文献１の図１（Ｅ）に示された構成におい
て、機能性膜８として、フォトクロミック膜が例示されている。なお同図に示されている
色素保護膜とは、特許文献１の段落００４３に記載されている通り、偏光層と一体化する
ものであるので、本明細書においては、色素保護膜が形成された態様については、色素保
護膜も偏光層の一部と見なすものとする。即ち、特許文献１には、偏光層に隣接する機能
性膜８として、フォトクロミック膜が例示されているのである。フォトクロミック膜（フ
ォトクロミック層）によれば、フォトクロミック層に含まれるフォトクロミック色素が光
に応答して発色・退色することにより、眼鏡レンズに、明るい屋外で発色しカラーレンズ
と同様な防眩性を発揮し、屋内に移ると退色して光透過性を回復する性質を付与すること
ができる。
【０００６】
　上記の通り、偏光層およびフォトクロミック層は、いずれも眼鏡レンズに防眩性を付与
するために有効な層である。そこで本発明者らが、偏光層とフォトクロミック層とを有す
る眼鏡レンズを得ることを試みたところ、偏光層とフォトクロミック層との界面で剥離（
密着不良）が生じてしまい、耐久性に劣るものとなってしまうことが新たに判明した。
【０００７】
　そこで本発明の目的は、偏光層とフォトクロミック層とを兼ね備え、かつ耐久性に優れ
る眼鏡レンズを提供することにある。
【０００８】
　上記目的は、以下の眼鏡レンズ：
　レンズ基材の少なくとも一方の面側に、
　二色性色素を含有する偏光層と、
　フォトクロミック色素を含有するフォトクロミック層と、
を有し、かつ、
　偏光層とフォトクロミック層とを中間層を介して有する眼鏡レンズ、
によって達成された。この点に関し、本発明者らは、フォトクロミック層、偏光層のいず
れかに含まれる成分が他方の層に影響を及ぼすことが上記の密着不良の一因ではないかと
考えている。これに対し、両層を隣接させずに中間層を介して配置することによって、一
方の層の成分が他方の層に影響を及ぼすことを緩和または防止できることが両層の間での
剥離防止に寄与するのではないかと、本発明者らは推察している。ただし上記記載は本発
明者らによる推察に過ぎず、本発明は、上記記載によって何ら限定されるものではない。
【０００９】
　一態様では、中間層は、水系樹脂層である。
【００１０】
　一態様では、水系樹脂層は、水系ポリウレタン樹脂層である。
【００１１】
　一態様では、上記眼鏡レンズは、レンズ基材上に、該レンズ基材側から、偏光層、中間
層、およびフォトクロミック層をこの順に有する。
【００１２】
　一態様では、上記眼鏡レンズは、機能性層を、中間層とは反対側のフォトクロミック層
上に更に有する。
【００１３】
　一態様では、上記眼鏡レンズは、レンズ基材と偏光層との間に、ケイ素酸化物を含む配
列層を更に有する。
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【００１４】
　一態様では、フォトクロミック層および機能性層の少なくとも一方に、ピペリジン環含
有化合物が含まれる。ピペリジン環含有化合物は、一態様では、ヒンダードアミンである
。
【００１５】
　一態様では、偏光層は、中間層側の表面がシランカップリング剤処理が施された表面で
ある。
【００１６】
　一態様では、シランカップリング剤処理は、エポキシシラン処理およびアミノシラン処
理からなる群から選ばれる少なくとも１つの処理である。
【００１７】
　一態様では、レンズ基材の上記の偏光層やフォトクロミック層が設けられる面は、凸面
である。
【００１８】
　本発明の更なる態様は、上記眼鏡レンズと、この眼鏡レンズを取り付けたフレームと、
を有する眼鏡に関する。
【００１９】
　本発明の更なる態様は、
　レンズ基材上に、二色性色素を含有する偏光層形成用水系塗布液を塗布し乾燥処理を施
すことにより偏光層を形成する工程と、
　上記偏光層上に、中間層を形成する工程と、
　上記中間層上に、フォトクロミック色素を含むフォトクロミック層形成用硬化性組成物
を塗布し、この組成物に硬化処理を施すことによりフォトクロミック層を形成する工程と
、
　を含む、眼鏡レンズの製造方法、
に関する。
【００２０】
　一態様では、中間層は、水系樹脂を含有する水系樹脂組成物を塗布し乾燥処理を施すこ
とにより形成される。
【００２１】
　一態様では、上記水系樹脂組成物に含まれる水系樹脂は、水系ポリウレタン樹脂である
。
【００２２】
　一態様では、上記製造方法は、レンズ基材上に、ケイ素酸化物を含有する配列層を形成
する工程を更に含み、形成された配列層上に偏光層が形成される。
【００２３】
　一態様では、上記製造方法は、上記フォトクロミック層上に、機能性層形成用組成物を
塗布することにより機能性層を形成する工程を更に含む。
【００２４】
　一態様では、前記フォトクロミック層形成用硬化性組成物および一種以上の機能性層形
成用組成物の少なくとも一つに、ピペリジン環含有化合物が含まれる。ピペリジン環含有
化合物は、一態様では、上記フォトクロミック層形成用硬化性組成物に含まれる。また、
一態様では、ピペリジン環含有化合物はヒンダードアミンである。
【００２５】
　一態様では、上記製造方法は、偏光層を形成する工程の後、形成された偏光層表面にシ
ランカップリング剤処理を施す工程を更に含み、シランカップリング剤処理が施された偏
光層表面上に、中間層が形成される。シランカップリング剤処理は、一態様では、エポキ
シシラン処理およびアミノシラン処理からなる群から選ばれる少なくとも１つの処理であ
る。
【００２６】
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　一態様では、上記の工程は、レンズ基材の凸面上で行われる。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明によれば、偏光層とフォトクロミック層とを兼ね備え、かつ耐久性に優れる（詳
しくは、偏光層とフォトクロミック層との間の剥離が低減または防止された）眼鏡レンズ
を提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　本発明の眼鏡レンズは、レンズ基材の少なくとも一方の面側に、　二色性色素を含有す
る偏光層と、フォトクロミック色素を含有するフォトクロミック層と、を有し、かつ、偏
光層とフォトクロミック層とを中間層を介して有する眼鏡レンズである。
　以下、上記眼鏡レンズについて、更に詳細に説明する。
【００２９】
［眼鏡レンズおよびその製造方法］
＜積層順序＞
　本発明の眼鏡レンズは、レンズ基材上に、偏光層とフォトクロミック層とを中間層を介
して有している限り、積層順序は特に限定されるものではない。一態様では、レンズ基材
により近い層として偏光層が含まれている、即ち、レンズ基材、偏光層、中間層およびフ
ォトクロミック層がこの順に眼鏡レンズに含まれている。また、他の一態様では、レンズ
基材により近い層としてフォトクロミック層が含まれている、即ち、レンズ基材、フォト
クロミック層、中間層および偏光層がこの順に眼鏡レンズに含まれている。フォトクロミ
ック層の発色・退色の応答速度の観点からは、物体側（光の入射側）に近い層としてフォ
トクロミック層が含まれていることが好ましい。この点からは、前者の態様（レンズ基材
、偏光層、中間層およびフォトクロミック層がレンズ基材側からこの順に眼鏡レンズに含
まれていること）が好ましい。なおレンズ基材の少なくとも一方の面側に上記の層が存在
すればよく、片面側のみに存在しても両面側とも存在してもよい。偏光層およびフォトク
ロミック層は、レンズ基材の片面側のみに存在することで十分な機能を発揮することがで
きる。
【００３０】
＜レンズ基材＞
　レンズ基材は、プラスチックレンズ基材、ガラスレンズ基材等の、通常眼鏡レンズに使
用される各種レンズ基材を、何ら制限なく用いることができる。軽量であること、割れに
くいこと等の観点から、レンズ基材は、プラスチックレンズ基材であることが好ましい。
具体例としては、これらに限定されるものではないが、（メタ）アクリル樹脂をはじめと
するスチレン樹脂、ポリカーボネート樹脂、アリル樹脂、ジエチレングリコールビスアリ
ルカーボネート樹脂（ＣＲ－３９）等のアリルカーボネート樹脂、ビニル樹脂、ポリエス
テル樹脂、ポリエーテル樹脂、イソシアネート化合物とジエチレングリコールなどのヒド
ロキシ化合物との反応で得られたウレタン樹脂、イソシアネート化合物とポリチオール化
合物とを反応させたチオウレタン樹脂、分子内に１つ以上のジスルフィド結合を有する（
チオ）エポキシ化合物を含有する重合性組成物を硬化して得られる透明樹脂等を、プラス
チックレンズ基材を構成する樹脂として挙げることができる。なおレンズ基材としては、
染色されていないもの（無色レンズ）を用いてもよく、染色されているもの（染色レンズ
）を用いてもよい。レンズ基材の屈折率は、例えば、１．６０～１．７５程度である。た
だしレンズ基材の屈折率は、これに限定されるものではなく、上記の範囲内でも、上記の
範囲から上下に離れていてもよい。
【００３１】
　上記眼鏡レンズは、単焦点レンズ、多焦点レンズ、累進屈折力レンズ等の各種レンズで
あることができる。レンズの種類は、レンズ基材の両面の面形状により決定される。また
、レンズ基材表面は、凸面、凹面、平面のいずれであってもよい。通常のレンズ基材およ
び眼鏡レンズでは、物体側表面は凸面、眼球側表面は凹面である。ただし、本発明は、こ
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れに限定されるものではない。詳細を後述する偏光層やフォトクロミック層が設けられる
面は、レンズ基材の凸面であることが、偏光層の偏光特性をより良好に発揮する観点から
は好ましい。
【００３２】
　レンズ基材上には、直接または他の層を介して間接的に、偏光層またはフォトクロミッ
ク層（上記の理由からは好ましくは偏光層）が形成されている。ここで形成される他の層
の例としては、例えばハードコート層を挙げることができる。ハードコート層を設けるこ
とにより、眼鏡レンズに防傷性（耐擦傷性）を付与することができ、また眼鏡レンズの耐
久性（強度）を高めることもできる。ハードコート層の詳細については、例えば特開２０
１２－１２８１３５号公報段落００２５～００２８、００３０を参照できる。またハード
コート層に関する後述の記載も参照できる。なお、レンズ基材としてはハードコート層付
きで市販されているものもあり、本発明ではそのようなレンズ基材を用いてもよい。また
、上記の他の層としては、後述する配列層も例示できる。
【００３３】
＜偏光層＞
　次に、偏光層について説明する。上記眼鏡レンズにおいて偏光層は、フォトクロミック
層に対して、レンズ基材により近い層として含まれていてもよく、より遠い層として含ま
れていてもよい。以下では、レンズ基材上に、偏光層、中間層およびフォトクロミック層
をこの順に有する眼鏡レンズを例にとり説明する。ただし先に記載した通り、上記の層の
積層順序は限定されるものではない。
【００３４】
　偏光層は、少なくとも二色性色素を含む。二色性色素の偏光性は、通常、主に二色性色
素が一軸配向することにより発現される。二色性色素を一軸配向させるためには、二色性
色素を含む塗布液を、溝を有する表面上に塗布することが好ましい。二色性色素を一軸配
向させるための溝は、レンズ基材表面に形成してもよいが、二色性色素の偏光性をより良
好に発現させる観点からは、レンズ基材上に設けた配列層の表面に溝を形成することが好
ましい。
【００３５】
（配列層）
　配列層は、通常、レンズ基材表面上に直接または他の層を介して間接的に設けられる。
レンズ基材と配列層との間に形成され得る層の一例としては、先に記載したハードコート
層を挙げることができる。配列層の厚さは、通常０．０２～５μｍ程度であり、好ましく
は０．０５～０．５μｍ程度である。配列層は、蒸着、スパッタ等の公知の製膜法によっ
て製膜材料を堆積させることにより形成してもよく、ディップ法、スピンコート法等の公
知の塗布法によって形成してもよい。上記製膜材料として好適なものとしては、金属、半
金属、またはこれらの酸化物、複合体もしくは化合物を挙げることができる。より好まし
くは、Ｓｉ、Ａｌ、Ｚｒ、Ｔｉ、Ｇｅ、Ｓｎ、Ｉｎ、Ｚｎ、Ｓｂ、Ｔａ、Ｎｂ、Ｖ、Ｙ、
Ｃｒから選ばれる材料またはその酸化物、さらにはこれら材料の複合体もしくは化合物を
用いることができる。これらの中でも配列層としての機能付与の容易性の観点からはＳｉ
Ｏ、ＳｉＯ２等のケイ素酸化物が好ましく、中でも後述するシランカップリング剤との反
応性の点からはＳｉＯ２が好ましい。一方、塗布法によって形成される配列層としては、
無機酸化物ゾルを含むゾル－ゲル膜を挙げることができる。上記ゾル－ゲル膜の形成に好
適な塗布液の一例としては、例えば、特開２０１０－２５６８９５号公報に記載の配列層
コート液を挙げることができる。
【００３６】
　次いで、上記配列層上に塗布される塗布液中の二色性色素を一軸配向させるために、通
常、形成した配列層上に溝を形成する。溝が形成された配列層表面に二色性色素を含む塗
布液を塗布すると、二色性色素が溝に沿って、または溝と直交する方向に配向する。これ
により、二色性色素を一軸配向させ、その偏光性を良好に発現させることができる。上記
溝の形成は、例えば、液晶分子の配向処理のために行われるラビング工程によって行うこ
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とができる。ラビング工程は、被研磨面を布などで一定方向に擦る工程であり、その詳細
については、例えば米国特許２４００８７７号明細書や米国特許４８６５６６８号明細書
等を参照できる。または、特開２００９－２３７３６１号公報段落００３３～００３４に
記載の研磨処理により、配列層上に溝を形成することも可能である。形成される溝の深さ
やピッチは、二色性色素を一軸配向させることができるように設定すればよい。
【００３７】
（二色性色素）
　「二色性」とは、媒質が光に対して選択吸収の異方性を有するために、透過光の色が伝
播方向によって異なる性質を意味し、二色性色素は、偏光に対して色素分子のある特定の
方向で光吸収が強くなり、これと直交する方向では光吸収が小さくなる性質を有する。ま
た、二色性色素の中には、水を溶媒とした時、ある濃度・温度範囲で液晶状態を発現する
ものが知られている。このような液晶状態のことをリオトロピック液晶という。この二色
性色素の液晶状態を利用して特定の一方向に色素分子を配列させることができれば、より
強い二色性を発現することが可能となる。上記溝を形成した表面上に二色性色素を含有す
る塗布液を塗布することにより二色性色素を一軸配向させることができ、これにより良好
な偏光性を有する偏光膜を形成することができる。二色性色素としては、特に限定される
ものではなく、偏光レンズ等の偏光部材に通常使用される各種二色性色素を挙げることが
できる。具体例としては、アゾ系、アントラキノン系、メロシアニン系、スチリル系、ア
ゾメチン系、キノン系、キノフタロン系、ペリレン系、インジゴ系、テトラジン系、スチ
ルベン系、ベンジジン系色素等が挙げられる。また、米国特許２４００８７７号明細書、
特表２００２－５２７７８６号公報に記載されているもの等でもよい。
【００３８】
　二色性色素の多くは水溶性であるため、偏光層は、二色性色素を含有する偏光層形成用
水系塗布液を、上記の配列層表面等の被塗布面に塗布し乾燥処理を施すことにより形成す
ることが好ましい。偏光層形成用水系塗布液は、溶液または懸濁液であることができ、塗
布液中の二色性色素の含有量は、例えば１～５０質量％程度であるが、所望の偏光性が得
られればよく上記範囲に限定されるものではない。
【００３９】
　偏光層形成用水系塗布液は、二色性色素に加えて、他の成分を含むこともできる。他の
成分としては、二色性色素以外の色素を挙げることができ、このような色素を配合するこ
とで所望の色相を有する偏光層を形成することができる。さらに塗布性等を向上させる観
点から、必要に応じてレオロジー改質剤、接着性促進剤、可塑剤、レベリング剤等の添加
剤を配合してもよい。
【００４０】
　塗布液の塗布方法としては、特に限定はなく、ディップ法、スピンコート法等の公知の
方法が挙げられる。偏光層の厚さは、通常０．０５～５μｍ程度であるが、特に限定され
るものではない。なお、後述するシランカップリング剤は、特許文献１に記載の色素保護
膜について記載したように、通常、偏光層に浸透し実質的に偏光層に含まれることになる
。
【００４１】
（非水溶化処理）
　二色性色素として水溶性色素を用いる場合には、膜安定性を高めるために塗布液を塗布
し乾燥処理を施した後に非水溶化処理を施すことが好ましい。非水溶化処理は、例えば色
素分子の末端水酸基をイオン交換することや色素と金属イオンとの間でキレート状態を作
り出すことにより行うことができる。そのためには、形成した偏光層を金属塩水溶液に浸
漬する方法を用いることが好ましい。金属塩としては、特に限定されるものではないが、
例えばＡｌＣｌ３、ＢａＣｌ２、ＣｄＣｌ２、ＺｎＣｌ２、ＦｅＣｌ２およびＳｎＣｌ３

等を挙げることができる。非水溶化処理後、偏光層の表面をさらに乾燥させてもよい。
【００４２】
　偏光層に対しては、膜強度および膜安定性を高めるために二色性色素の固定化処理を施
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すことが好ましい。固定化処理は、上記の非水溶化処理の後に行うことが望ましい。固定
化処理により、偏光層中で二色性色素の配向状態を固定化することができる。
【００４３】
（シランカップリング剤処理）
　固定化処理は、好ましくは、偏光層表面をシランカップリング剤処理することによって
行うことが好ましい。シランカップリング剤処理は、例えば濃度１～１５質量％程度、好
ましくは１～１０質量％程度の溶液としてシランカップリング剤を偏光層表面に塗布する
ことにより実施することができる。上記溶液を調製するために用いる溶媒は、水系溶媒で
あることが好ましく、水または水とアルコール（メタノール、エタノール等）との混合溶
媒であることがより好ましい。なお本発明および本明細書において、水系溶媒とは、少な
くとも水を含む溶媒をいうものとする。上記溶液の塗布は、ディッピング法、スピンコー
ティング法、スプレー法等の公知の手段によって行うことができる。固定化処理の途中に
、レンズ基材と偏光層を含む部材を加熱炉内等に所定期間放置することにより、固定化効
果を更に高めることができる。この炉内雰囲気温度および放置時間は、使用するシランカ
ップリング剤の種類に応じて決定することができ、通常、室温～１２０℃、５分～３時間
程度である。
【００４４】
　シランカップリング剤としては、エポキシシラン（エポキシ基含有シランカップリング
剤）およびアミノシラン（アミノ基含有シランカップリング剤）が好ましい。固定化効果
の観点からは、少なくともエポキシ基含有シランカップリング剤溶液を偏光層表面に塗布
することによりシランカップリング剤処理（エポキシシラン処理）を行うことが好ましく
、アミノ基含有シランカップリング剤の塗布（アミノシラン処理）の後、エポキシシラン
処理を行うことが更に好ましい。これは、エポキシシランと比べてアミノシランは、その
分子構造に起因して、一軸配向した二色性色素の分子間に入り込みやすいと推察されるか
らである。
【００４５】
　シランカップリング剤とは、一般にＲ－Ｓｉ（ＯＲ’）３で表される構造を有し（複数
存在するＲ’は同一であっても異なっていてもよい）、エポキシシラン（エポキシ基含有
シランカップリング剤）とは、上記Ｒで表される官能基にエポキシ基を含むものである。
エポキシ基は、通常、２価の連結基を介してＳｉに結合している。２価の連結基としては
、後述の具体例化合物に含まれる連結基を挙げることができる。
　一方、上記Ｒ’で表される官能基は、通常アルキル基であり水系溶媒中で加水分解を受
けシラノール（Ｓｉ－ＯＨ）を生成する。上記Ｒ’で表されるアルキル基の炭素数は、例
えば１～１０であり、好ましくは１～３である。
【００４６】
　エポキシシランの具体例としては、γ－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン（γ
－ＧＰＳ）、γ－グリシドキシプロピルメチルジエトキシシラン等のグリシドキシ基含有
トリアルコキシシラン、β－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチルトリメトキシシ
ラン、β－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチルトリエトキシシラン、β－（３，
４－エポキシシクロヘキシル）エチルトリプロポキシシラン、β－（３，４－エポキシシ
クロヘキシル）エチルトリブトキシシラン、γ－（３，４－エポキシシクロヘキシル）プ
ロピルトリメトキシシラン、γ－（３，４－エポキシシクロヘキシル）プロピルトリエト
キシシラン、δ－（３，４－エポキシシクロヘキシル）ブチルトリメトキシシラン、δ－
（３，４－エポキシシクロヘキシル）ブチルトリエトキシシラン等のエポキシアルキルア
ルコキシシランを挙げることができる。
【００４７】
　アミノシラン（アミノ基含有シランカップリング剤）とは、上記Ｒで表される官能基に
アミノ基を含むものであり、アミノシランに関する上記構造式の詳細は、Ｒにアミノ基を
含む点以外は先にエポキシシランについて述べた通りである。
【００４８】
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　アミノシランの具体例としては、γ－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン（γ－
ＧＰＳ）、γ－グリシドキシプロピルメチルジエトキシシラン等のグリシドキシ基含有ト
リアルコキシシラン、β－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチルトリメトキシシラ
ン、β－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチルトリエトキシシラン、β－（３，４
－エポキシシクロヘキシル）エチルトリプロポキシシラン、β－（３，４－エポキシシク
ロヘキシル）エチルトリブトキシシラン、γ－（３，４－エポキシシクロヘキシル）プロ
ピルトリメトキシシラン、γ－（３，４－エポキシシクロヘキシル）プロピルトリエトキ
シシラン、δ－（３，４－エポキシシクロヘキシル）ブチルトリメトキシシラン、δ－（
３，４－エポキシシクロヘキシル）ブチルトリエトキシシラン等のエポキシアルキルアル
コキシシラン、Ｎ－（β－アミノエチル）－γ－アミノプロピルトリメトキシシラン、Ｎ
－（β－アミノエチル）－γ－アミノプロピルメチルジメトキシシラン、γ－アミノプロ
ピルメチルジメトキシシラン、γ－アミノプロピルメチルジエトキシシラン、γ－アミノ
プロピルトリメトキシシラン、γ－アミノプロピルトリエトキシシラン、Ｎ－（β－アミ
ノエチル）－γ－アミノプロピルメチルジメトキシシラン、Ｎ－（β－アミノエチル）－
γ－アミノプロピルメチルジエトキシシラン等のアミノ基含有アルコキシシランを挙げる
ことができる。
【００４９】
　シランカップリング剤は、１種単独でも、または２種以上組み合わせて用いてもよい。
なお、シランカップリング剤の塗布後偏光層表面を純水、脱イオン水等ですすぎ洗いする
ことにより最表面に過剰に付着したシランカップリング剤を除去することも可能である。
シランカップリング剤を塗布した後の偏光層を含む部材を、加熱処理することもできる。
加熱処理は、例えば４５～１４５℃、好ましくは５０～９０℃の炉内温度の加熱炉に上記
部材を配置することによって行うことができる。
【００５０】
＜中間層＞
　本発明の眼鏡レンズにおいて、以上説明した偏光層は、中間層を介してフォトクロミッ
ク層と積層されている。中間層は、好ましくは少なくとも樹脂を含む層であり、樹脂は好
ましくは水系樹脂である。なお本発明および本明細書において、水系樹脂とは、この樹脂
および水系溶媒を少なくとも含む水系塗布液（水系樹脂組成物）が乾燥すると固化する性
質を有する樹脂をいうものとする。そして、水系樹脂組成物が乾燥して固化することによ
って形成される層が、水系樹脂層である。
【００５１】
　水系樹脂組成物に含まれる水系溶媒は、例えば水や水と極性溶媒等との混合溶媒であり
、好ましくは水である。また、水系樹脂組成物の固形分濃度は、液安定性および製膜性の
観点から、好ましくは１～６２質量％であり、より好ましくは５～３８質量％である。水
系樹脂組成物は、水系樹脂のほかに、必要に応じて、酸化防止剤、分散剤、可塑剤等の添
加剤を含むことも可能である。また、市販されている水系樹脂組成物を、水、アルコール
、プロピレングリコールモノメチルエーテル等の溶媒で希釈して使用してもよい。
【００５２】
　水系樹脂組成物は、水系樹脂を、水系溶媒に溶解した状態または微粒子（好ましくはコ
ロイド粒子）として分散した状態で含むことができる。水系樹脂組成物は、中でも、水系
溶媒中（好ましくは水中）に水系樹脂が微粒子状に分散した分散液であることが望ましく
、この場合、水系樹脂の粒径は、組成物の分散安定性の観点から、０．３μｍ以下である
ことが好ましい。また、水系樹脂組成物のｐＨは、２５℃において、５．５～９．０程度
であることが安定性の点から好ましく、２５℃での粘度は、塗布適性の点から、５～５０
０ｍＰａ・ｓであることが好ましく、１０～５０ｍＰａ・ｓであることがより好ましい。
【００５３】
　水系樹脂としては、水系ポリウレタン樹脂、水系アクリル樹脂、水系エポキシ樹脂等が
挙げられ、偏光層とフォトクロミック層との間における剥離をより効果的に防止または低
減する観点からは、水系ポリウレタン樹脂が好ましい。即ち、中間層は、水系ポリウレタ
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ン樹脂層であることが好ましい。水系ポリウレタン樹脂を含有する水系樹脂組成物は、例
えば高分子量ポリオール化合物と有機ポリイソシアネート化合物とを、必要に応じて鎖延
長剤とともに、反応に不活性で水との親和性の大きい溶媒中でウレタン化反応させてプレ
ポリマーとし、このプレポリマーを中和後、鎖延長剤を含有する水系溶媒に分散させて高
分子量化することにより調製することができる。そのような水系樹脂組成物およびその調
製方法については、例えば、特許第３５８８３７５号明細書段落０００９～００１３、特
開平８－３４８９７号公報段落００１２～００２１、特開平１１－９２６５３号公報段落
００１０～００３３、特開平１１－９２６５５号公報段落００１０～００３３等を参照で
きる。また、水系樹脂組成物としては、水性ウレタンとして市販されている市販品をその
まま、または必要に応じて水系溶媒で希釈して使用することも可能である。市販されてい
る水性ポリウレタンとしては、例えば、旭電化工業（株）製の「アデカボンタイター」シ
リーズ、三井東圧化学（株）製の「オレスター」シリーズ、大日本インキ化学工業（株）
製の「ボンディック」シリーズ、「ハイドラン」シリーズ、バイエル製の「インプラニー
ル」シリーズ、日本ソフラン（株）製の「ソフラネート」シリーズ、花王（株）製の「ポ
イズ」シリーズ、三洋化成工業（株）製の「サンプレン」シリーズ、保土谷化学工業（株
）製の「アイゼラックス」シリーズ、第一工業製薬（株）製の「スーパーフレックス」シ
リーズ、ゼネカ（株）製の「ネオレッツ」シリーズ等を用いることができる。
【００５４】
　水系ポリウレタン樹脂を含む水系樹脂組成物としては、ポリエステルポリオール、ポリ
エーテルポリオール、ポリカーボネートポリオール等のポリオールを基本骨格に持ち、カ
ルボキシル基、スルホン基等のアニオン性基を持つ末端イソシアネートプレポリマーを水
系溶媒に分散させた結果、得られたものが好ましい。
【００５５】
　以上説明した水系樹脂組成物を、好ましくはシランカップリング剤処理後の偏光層表面
に塗布および乾燥させることにより、偏光層上に中間層として、水系樹脂層を形成するこ
とができる。塗布方法としては、ディップ法、スピンコート法等の公知の塗布法を用いる
ことができる。塗布条件は、所望の厚さの中間層を形成できるように適宜設定すればよい
。水系樹脂層であるか否かを問わず、中間層の厚さは、偏光層とフォトクロミック層との
間での剥離をより効果的に防止または低減する観点から、５～２０μｍの範囲であること
が好ましく、７～１０μｍの範囲であることがより好ましい。なお中間層は、一層のみで
あってもよく、組成の異なる二層以上であってもよい。偏光層とフォトクロミック層との
間に二層以上の層を設ける場合、中間層の厚さとは、二層以上の層の総厚をいうものとす
る。なお、水系樹脂組成物の塗布前には、被塗布面である偏光層表面に対し、酸、アルカ
リ、各種有機溶媒等による化学的処理、プラズマ、紫外線、オゾン等による物理的処理、
各種洗剤を用いる洗剤処理等の公知の表面処理の１つ以上を行うこともできる。
【００５６】
　水系樹脂組成物の塗布後、この組成物を乾燥させることにより、中間層として水系樹脂
層を形成することができる。上記乾燥は、例えば室温～１００℃の雰囲気中に５分～２４
時間、水系樹脂組成物を塗布した偏光層を含む部材を配置することにより行うことができ
る。なお室温とは、加熱・冷却等の温度制御なしの雰囲気温度をいうものとし、一般に、
１５～２５℃程度であるが、天候や季節によって変わり得るため、上記範囲に限定される
ものではない
【００５７】
　以上、中間層の好ましい態様として水系樹脂層について説明したが、中間層は、例えば
硬化性組成物に硬化処理を施し形成される硬化層であってもよい。
【００５８】
＜フォトクロミック層＞
（フォトクロミック色素）
　次に、フォトクロミック層について説明する。上記眼鏡レンズにおいてフォトクロミッ
ク層は、中間層を介して偏光層上に積層されている。フォトクロミック層は、少なくとも
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フォトクロミック色素を含む。フォトクロミック色素としては、例えば、フルギミド化合
物、スピロオキサジン化合物、クロメン化合物等のフォトクロミック化合物を何ら制限な
く用いることができる。その詳細については、ＷＯ２００８／００１５７８Ａ１段落００
７６～００８８を参照できる。フォトクロミック層は、好ましくは、フォトクロミック色
素を含む硬化性組成物（フォトクロミック層形成用硬化性組成物）を中間層上に塗布し、
この組成物に硬化処理を施すことにより形成することができる。硬化性組成物とは、少な
くとも硬化性化合物を含む組成物をいう。フォトクロミック層形成用硬化性組成物は、硬
化性化合物１００質量部に対して、好ましくは０．０１～２０質量部、より好ましくは０
．１～１０質量部のフォトクロミック色素を含むことができる。
【００５９】
（硬化性化合物）
　硬化性化合物は、光照射、加熱等の硬化処理によって硬化する（重合する）性質を有す
る化合物であればよい。入手のし易さ、硬化性の良さ等からは、アクリル系化合物が好ま
しく、（メタ）アクリロイル基および（メタ）アクリロイルオキシ基からなる群から選ば
れるラジカル重合性基を有する化合物がより好ましい。なお、（メタ）アクリロイルは、
アクリロイルとメタクリロイルの両方を示し、（メタ）アクリロイルオキシとは、アクリ
ロイルオキシとメタクリロイルオキシの両方を示す。それらの詳細については、ＷＯ２０
０８／００１５７８Ａ１段落００５０～００７５を参照できる。
【００６０】
（重合開始剤）
　フォトクロミック層形成用硬化性組成物は、通常、重合開始剤を含む。重合開始剤は、
重合方法に応じて、公知の光重合開始剤および熱重合開始剤から適宜選択することができ
る。それらの詳細については、ＷＯ２００８／００１５７８Ａ１段落００８９～００９０
を参照できる。
【００６１】
（添加剤）
　フォトクロミック層形成用硬化性組成物には、フォトクロミック色素の耐久性の向上、
発色速度の向上、退色速度の向上や成形性の向上のために、更に、界面活性剤、酸化防止
剤、ラジカル補足剤、紫外線安定剤、紫外線吸収剤、離型剤、着色防止剤、帯電防止剤、
蛍光染料、染料、顔料、香料、可塑剤等の添加剤が含まれていてもよい。これら添加剤と
しては、公知の化合物を何ら制限なく使用できる。それらの詳細については、ＷＯ２００
８／００１５７８Ａ１段落００９２～００９７を参照できる。
【００６２】
　好ましい添加剤の一例としては、ピペリジン環含有化合物を挙げることができる。ピペ
リジン環含有化合物は、フォトクロミック層の酸化を防止することにより、その耐久性を
向上することのできる添加剤である。ピペリジン環含有化合物、フォトクロミック層の耐
久性をより向上する観点からは、ヒンダードアミンを使用することがより好ましい。ここ
でヒンダードアミンとは、分子中に、下記構造：
【化１】
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を含むものであって、＊で表される位置で水素原子等の原子または他の構造と結合する。
ヒンダードアミンは、上記構造を主鎖および側鎖の一方または両方に含む重合体であって
もよい。またヒンダードアミンであるか否かにかかわらず、ピペリジン環含有化合物は、
ピペリジン環を主鎖および側鎖の一方または両方に含む重合体であってもよい。また、含
有されるピペリジン環は、上記構造のようにアルキル基等の置換基によって置換されてい
てもよい。
【００６３】
　ピペリジン環含有化合物の分子量は、特に限定されるものではないが、例えば、４００
０以下であることができる。ピペリジン環含有化合物の分子量は、一態様では、１０００
未満であることができ、一態様では１０００以上であることができる。また、ピペリジン
環含有化合物の分子量は、例えば１００以上であることができるが、１００未満であって
もよい。なお分子量は、重合体（多量体）については、ゲル浸透クロマトグラフィー（Ｇ
ＰＣ）によりポリスチレン換算で求められる重量平均分子量をいうか、または分子量分布
が上記範囲内にあることをいうものとする。また、本明細書に記載の平均分子量とは、上
記のように求められる重量平均分子量をいうものとする。
【００６４】
　ピペリジン環含有化合物は、フォトクロミック層形成用硬化性組成物において、硬化性
化合物１００質量部に対し、例えば０．００１～２０質量部含まれ、好ましくは０．１～
１０質量部、より好ましくは１～５質量部含まれることができる。なおピペリジン環含有
化合物はフォトクロミック層形成用硬化性組成物のみに添加してもよく、フォトクロミッ
ク層形成用硬化性組成物には添加せず、後述する機能性層形成用組成物に添加してもよく
、両組成物に添加してもよい。
【００６５】
　フォトクロミック層は、以上説明した成分を含むフォトクロミック層形成用硬化性組成
物を中間層表面に塗布し、この組成物に硬化処理を施すことによって形成することができ
る。フォトクロミック層形成用硬化性組成物の調製方法は特に限定されず、所定量の各成
分を秤取り混合することにより行うことができる。なお、各成分の添加順序は特に限定さ
れず全ての成分を同時に添加してもよいし、硬化性化合物のみを予め混合し、塗布の直前
に他の成分を添加・混合してもよい。フォトクロミック層形成用硬化性組成物は、２５℃
での粘度が２０～５００ｍＰａ・ｓであることが好ましく、５０～３００ｍＰａ・ｓであ
ることがより好ましく、６０～２００ｍＰａ・ｓであることが特に好ましい。この粘度範
囲とすることにより、フォトクロミック層形成用硬化性組成物の塗布が容易となり、所望
の厚さのフォトクロミック膜を容易に得ることができる。フォトクロミック層形成用硬化
性組成物の塗布は、スピンコート法等の公知の塗布方法によって行うことができる。
【００６６】
　フォトクロミック層形成用硬化性組成物を中間層上に塗布した後、この組成物に含まれ
る硬化性化合物の種類に応じた硬化処理（光照射、加熱等）を施すことにより、フォトク
ロミック層を形成することができる。硬化処理は、公知の方法で行うことができる。フォ
トクロミック層の厚さは、フォトクロミック特性を良好に発現させる観点から、１０μｍ
以上であることが好ましく、２０～６０μｍであることがより好ましい。
【００６７】
＜機能性層＞
　本発明の眼鏡レンズは、物体側表面の再表層として前述のフォトクロミック層または偏
光層を有していてもよいが、フォトクロミック層と偏光層とのうち、よりレンズ基材から
遠い（即ち物体側に位置する）層の上に更に一層以上の機能性層を有することが好ましい
。かかる機能性層は、二層以上設けることも可能である。任意に設けられる機能性層とし
ては、公知のハードコート層、撥水層、反射防止層（多層反射防止膜）等の各種機能性層
を挙げることができる。一例として、以下に、ハードコート層について説明する。
【００６８】
　ハードコート層は、眼鏡レンズの耐久性向上と光学特性を両立する観点からは、厚さが
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０．５～１０μｍの範囲であることが好ましい。ハードコート層としては、眼鏡レンズの
耐久性向上の点からは、有機ケイ素化合物および金属酸化物粒子を含むものが好ましい。
そのようなハードコート層を形成可能な機能性層形成用組成物（ハードコート組成物）の
一例としては、特開昭６３－１０６４０号公報に記載されているものを挙げることができ
る。
【００６９】
　また、有機ケイ素化合物の好ましい態様としては、下記一般式（Ｉ）で表される有機ケ
イ素化合物またはその加水分解物を挙げることもできる。
（Ｒ１）ａ（Ｒ３）ｂＳｉ（ＯＲ２）４－（ａ＋ｂ） ・・・（Ｉ）
【００７０】
　一般式（Ｉ）中、Ｒ１は、グリシドキシ基、エポキシ基、ビニル基、メタアクリルオキ
シ基、アクリルオキシ基、メルカプト基、アミノ基、フェニル基等を有する有機基を表し
、Ｒ２は炭素数１～４のアルキル基、炭素数１～４のアシル基または炭素数６～１０のア
リール基を表し、Ｒ３は炭素数１～６のアルキル基または炭素数６～１０のアリール基を
表し、ａおよびｂはそれぞれ０または１を示す。
【００７１】
　Ｒ２で表される炭素数１～４のアルキル基は、直鎖または分岐のアルキル基であって、
具体例としては、メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基等が挙げられる。
　Ｒ２で表される炭素数１～４のアシル基としては、例えば、アセチル基、プロピオニル
基、オレイル基、ベンゾイル基等が挙げられる。
　Ｒ２で表される炭素数６～１０のアリール基としては、例えば、フェニル基、キシリル
基、トリル基等が挙げられる。
　Ｒ３で表される炭素数１～６のアルキル基は、直鎖または分岐のアルキル基であって、
具体例としては、メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、ペンチル基、ヘキシル基
等が挙げられる。
　Ｒ３で表される炭素数６～１０のアリール基としては、例えば、フェニル基、キシリル
基、トリル基等が挙げられる。
　一般式（Ｉ）で表される化合物の具体例としては、特開２００７－０７７３２７号公報
の段落００７３に記載されているものを挙げることができる。一般式（Ｉ）で表される有
機ケイ素化合物は硬化性基を有するため、塗布後に硬化処理を施すことにより、硬化層と
してハードコート層を形成することができる。
【００７２】
　前記ハードコート層に含まれる金属酸化物粒子は、ハードコート層の屈折率の調整およ
び硬度向上に寄与し得る。具体例としては、酸化タングステン（ＷＯ３）、酸化亜鉛（Ｚ
ｎＯ）、酸化ケイ素（ＳｉＯ２）、酸化アルミニウム（Ａｌ２Ｏ３）、酸化チタニウム（
ＴｉＯ２）、酸化ジルコニウム（ＺｒＯ２）、酸化スズ（ＳｎＯ２）、酸化ベリリウム（
ＢｅＯ）、酸化アンチモン（Ｓｂ２Ｏ５）等の粒子が挙げられ、単独または２種以上の金
属酸化物粒子を併用することができる。金属酸化物粒子の粒径は、耐擦傷性と光学特性と
を両立する観点から、５～３０ｎｍの範囲であることが好ましい。同様の理由から、ハー
ドコート層における金属酸化物粒子の含有量は、屈折率および硬度を考慮して適宜設定可
能であるが、通常、ハードコート組成物の固形分あたり５～８０質量％程度である。また
、上記金属酸化物粒子は、ハードコート層中での分散性の点から、コロイド粒子であるこ
とが好ましい。
【００７３】
　ハードコート層は、上記成分および必要に応じて有機溶媒、界面活性剤（レベリング剤
）等の任意成分を混合して調製したハードコート組成物を被塗布面上に塗布し、硬化性基
に応じた硬化処理（光照射、加熱等）を施すことにより形成することができる。ハードコ
ート組成物を加熱により硬化させる態様においては、加熱温度（加熱処理を行う雰囲気温
度）は、１００℃未満とすることが好ましく、９５℃以下とすることが好ましい。加熱温
度は、例えば８０℃以上であるが、硬化性化合物の種類に応じて設定すればよく、８０℃
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未満であってもよい。ハードコート組成物の塗布手段としては、ディッピング法、スピン
コーティング法、スプレー法等の通常行われる方法を適用することができる。
【００７４】
［眼鏡］
　本発明の更なる態様は、上記の本発明の眼鏡レンズと、この眼鏡レンズを取り付けたフ
レームとを有する眼鏡を提供することもできる。眼鏡レンズについては、先に詳述した通
りである。その他の眼鏡の構成については、特に制限はなく、公知技術を適用することが
できる。
【実施例】
【００７５】
　以下に、本発明を実施例により更に説明する。但し、本発明は実施例に示す態様に限定
されるものではない。
【００７６】
［実施例１］
偏光レンズの作製
（１）配列層の形成
　レンズ基材として、メニスカス形状のポリチオウレタンレンズ（ＨＯＹＡ（株）製　商
品名ＥＹＡＳ、中心肉厚２．０ｍｍ厚、直径７５ｍｍ、凸面の表面カーブ（平均値）約＋
０．８）を用いて、下記（６）に記載の方法でハードコート組成物を調製し、上記レンズ
基材の凸面上にスピンコート法にて塗布した後、加熱温度９０℃で１２０分間加熱し硬化
処理することで、厚さ２μｍのハードコート層を形成した。
　上記ハードコート層上に、真空蒸着法により、厚さ約０．２μｍのＳｉＯ２膜を形成し
た。
　形成されたＳｉＯ２膜に、研磨剤含有ウレタンフォーム（研磨剤：フジミインコーポレ
ーテッド社製商品名ＰＯＬＩＰＬＡ２０３Ａ、平均粒径０.８μｍのＡｌ２Ｏ３粒子、ウ
レタンフォーム：上記レンズ凸面の曲率とほぼ同形状）を用いて、一軸研磨加工処理を回
転数３５０ｒｐｍ、研磨圧５０ｇ/ｃｍ２の条件で３０秒間施した。研磨処理を施したレ
ンズは純水により洗浄、乾燥させた。こうしてハードコート層付レンズ基材の凸面に、配
列層を形成した。
【００７７】
（２）偏光層の形成
（２－１）偏光層形成用水系塗布液の塗布
　上記乾燥後、研磨処理面上に、水溶性の二色性色素（スターリング オプティクスイン
ク（Sterling Optics Inc）社製商品名Varilight solution 2S）の約５質量％水溶液（偏
光層形成用水系塗布液）２～３ｇを、スピンコート法により塗布した。スピンコート法に
よる塗布は、偏光層形成用水系塗布液を回転数３００ｒｐｍで供給し、８秒間保持、次に
回転数４００ｒｐｍで４５秒間保持、さらに１０００ｒｐｍで１２秒間保持することで行
った。
（２－２）固定化処理
　次いで、塩化鉄濃度が０.１５Ｍ、水酸化カルシウム濃度が０.２ＭであるｐＨ３.５の
水溶液を調製し、この水溶液に上記で得られたレンズをおよそ３０秒間浸漬し、その後引
き上げ、純水にて充分に洗浄を施した。この工程により、水溶性であった色素は難溶性に
変換される（非水溶化処理）。
（２－３）シランカップリング剤処理
　上記（２）の後、レンズをγ－アミノプロピルトリエトキシシラン１０質量％水溶液に
１５分間浸漬し、その後純水で３回洗浄し、加熱炉内（炉内温度８５℃）で３０分間加熱
処理した後、加熱炉内から取り出し室温まで冷却した。
　上記冷却後、レンズをγ－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン２質量％水溶液に
３０分浸漬した後、加熱炉内（炉内温度６０℃）で３０分間加熱処理した。加熱処理後、
レンズを加熱炉内から取り出し室温まで冷却した。
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　以上のシランカップリング剤処理後、形成された偏光層の厚さは、約１μｍであった。
【００７８】
（３）水系ポリウレタン樹脂層（中間層）の形成
　上記（２）で得られた偏光層表面に、水系樹脂組成物としてポリウレタン骨格にアクリ
ル基を導入したポリウレタンの水分散液（ポリカーボネートポリオール系ポリウレタンエ
マルジョン、粘度１００ｍＰａ・ｓ、固形分濃度３８質量％）をスピンコート法により塗
布した後、温度２５℃相対湿度５０％の雰囲気下で１５分間風乾処理し、厚さ約７μｍの
水系ポリウレタン樹脂層を形成した。
【００７９】
（４）フォトクロミック層形成用硬化性組成物の調製
　プラスチック製容器内で、トリメチロールプロパントリメタクリレート２０質量部、Ｂ
ＰＥオリゴマー（２，２－ビス（４－メタクリロイルオキシポリエトキシフェニル）プロ
パン）３５質量部、ＥＢ６Ａ（ポリエステルオリゴマーヘキサアクリレート）１０質量部
、平均分子量５３２のポリエチレングリコールジアクリレート１０質量部、グリシジルメ
タクリレート１０質量部からなるラジカル重合性組成物を調製した。このラジカル重合性
組成物１００質量部に対し、フォトクロミック色素として下記クロメン１を３質量部、ピ
ペリジン環含有化合物（ヒンダードアミン（三共製サノールＬＳ７６５（ビス（１，２，
２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）セバケート、メチル（１，２，２，６，６
－ペンタメチル－４－ピペリジル）セバケート）、平均分子量４６７））を５質量部、紫
外線重合開始剤としてＣＧＩ－１８７０（ＢＡＳＦ社製）０．６質量部を添加して十分に
攪拌混合を行った組成物に、γ－メタクリロイルオキシプロピルトリメトキシシラン（信
越化学工業（株）製ＫＢＭ５０３）を攪拌しながら６質量部滴下した。その後、自転公転
方式攪拌脱泡装置にて２分間脱泡することで、フォトクロミック層形成用硬化性組成物を
得た。
【００８０】
【化２】

【００８１】
（５）フォトクロミック層の形成
　上記（３）で形成した水系ポリウレタン樹脂層上に、（４）で調製したフォトクロミッ
ク層形成用硬化性組成物をスピンコート法で塗布した。その後、このレンズを窒素雰囲気
中（酸素濃度５００ｐｐｍ以下）にて、ＵＶランプ（Ｄバルブ）で波長４０５ｎｍの紫外
線を積算光量で３２４０ｍＪ／ｃｍ２（１８０ｍＷ／ｃｍ２）３分間照射し、更に、加熱
温度８０℃で１５０分間硬化処理を行い、厚さ約４０μｍのフォトクロミック層を形成し
た。
【００８２】
（６）ハードコート組成物の調製
　マグネティックスターラーを備えたガラス製の容器にγ－グリシドキシプロピルトリメ
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トキシシラン１７質量部、メタノール３０質量部、および、水分散コロイダルシリカ（固
形分４０質量％、平均粒子径１５ｎｍ）２８質量部を加え十分に混合し、液温５℃で２４
時間攪拌を行った。次に、プロピレングリコールモノメチルエーテル１５質量部、シリコ
－ン系界面活性剤０．０５質量部、および、硬化剤としてアルミニウムアセチルアセトネ
－トを１．５質量部加え、十分に撹拌した後、濾過を行ってハードコート組成物を調製し
た。
【００８３】
（７）ハードコート層の形成
　上記（５）で形成したフォトクロミック層上に、上記（６）で調製したハードコート組
成物を用いて、ディッピング法（引き上げ速度２０ｃｍ／分）で塗布を行い、加熱温度９
０℃で１２０分間加熱し硬化処理することで、厚さ３μｍのハードコート層を形成した。
【００８４】
　以上の工程により、レンズ基材上に、ハードコート層、配列層、偏光層（シランカップ
リング剤処理済）、水系ポリウレタン樹脂層、フォトクロミック層、およびハードコート
層をこの順に有する眼鏡レンズを得た。
【００８５】
［実施例２］
　フォトクロミック層形成用硬化性組成物の成分からヒンダードアミンを除いた点以外、
実施例１と同様の方法により眼鏡レンズを得た。
【００８６】
［比較例１］
　水系ポリウレタン樹脂の形成を行わずに偏光層上に直接フォトクロミック層を形成した
点以外、実施例１と同様の方法により眼鏡レンズを得た。
【００８７】
［比較例２］
　水系ポリウレタン樹脂の形成を行わずに偏光層上に直接フォトクロミック層を形成した
点以外、実施例２と同様の方法により眼鏡レンズを得た。
【００８８】
評価方法
（１）初期密着性の評価
　上記方法により作製した直後の眼鏡レンズについて、以下の方法で密着性を評価した。
＜密着性評価方法＞
　実施例、比較例の各眼鏡レンズの凸面側を１.５ｍｍ間隔で１００目クロスカットし、
このクロスカットしたところに粘着テープ（ニチバン株式会社製セロファンテープ）を強
く貼り付けた後、粘着テープを急速に剥がした後の１００目中の剥離マス目数を調べた。
判断基準は以下の通りである。
（評価基準）
　○ 剥離マス目数０～２／１００
　△ 剥離マス目数３～５／１００
　× 剥離マス目数６以上／１００
（２）耐温水性試験後の密着性
　実施例、比較例の各眼鏡レンズについて、５０℃の温水に２４時間浸漬した後に風乾さ
せた眼鏡レンズの密着性を上記方法で評価した。
（３）耐湿性試験後の密着性
　実施例、比較例の各眼鏡レンズについて、温度４０℃かつ相対湿度９０％の環境下で１
６８時間保管した後の眼鏡レンズの密着性を上記方法で評価した。
（４）曇りの有無の評価
　実施例、比較例の各眼鏡レンズについて、温度５０℃の環境下で７２時間保管した後の
眼鏡レンズの曇りの有無を、以下の方法で評価した。
　株式会社村上色彩技術研究所製ヘイズメーターＭＨ－１５０にて、眼鏡レンズのヘイズ
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値を測定した。ヘイズ値が０．３％以下の場合、目視では曇りは確認されないため、眼鏡
レンズとして適用可能な光学特性を有すると判断することができる。そこで以下の評価基
準により、曇りの有無を評価した。
（評価基準）
　○ ヘイズ値０．３以下
　× ヘイズ値０．３超
【００８９】
　以上の結果を、表１に示す。
【００９０】
【表１】

【００９１】
　表１に示す結果から、以下の点が確認された。
（１）実施例１、２と比較例１、２との対比から、偏光層とフォトクロミック層との間に
中間層を設けることにより、偏光層とフォトクロミック層との間で剥離が生じることを防
ぐことができ、密着性を高めることができることが確認された。
（２）比較例１の眼鏡レンズを断面顕微鏡観察したところ、配列層において曇り（白化）
が生じていることが確認された。これに対し、比較例２では曇りが生じていないことから
、比較例１と比較例２との違いであるピペリジン環化合物の有無が、曇りの発生有無に影
響していると考えられる。ピペリジン環化合物がフォトクロミック層から染み出し配列層
に達した結果、配列層に含まれるケイ素酸化物（ＳｉＯ２）が変質したことが、比較例１
において曇りが発生した理由と推察される。フォトクロミック層にピペリジン環含有化合
物を含み、かつフォトクロミック層と偏光層との間に中間層を設けた実施例１では曇りが
発生しなかったことから、中間層がピペリジン環化合物が配列層に達することを抑制する
ことに寄与したと考えられる。
【産業上の利用可能性】
【００９２】
　本発明は、眼鏡および眼鏡レンズの技術分野において、有用である。
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